
   永 教 学 ７ ０ ４ 号 

令和元年１２月２５日 

 

 

 永平寺町学校のあり方検討委員会 委員長様 

 

 

                        永平寺町教育委員会 

教育長 室 秀 典 

                          

 

永平寺町内小中学校のこれからのあり方について（諮問） 

 

 

永平寺町学校のあり方検討委員会設置要綱（令和元年永平寺町教育委員会告

示第３号）第２条の規定により、次に掲げる事項について答申頂きたく、諮問

いたします。 

 

 

諮問事項 

 

永平寺町内の小中学校のこれからについて 

（１）望ましい教育環境のあり方 

（２）地域と連携した学校づくりのあり方 

 

 

 

諮問理由 

少子化の進行を含めた社会情勢の変化は、教育環境にさまざまな影響を及ぼ

すことが懸念されます。 

永平寺町内の小中学校において、将来にわたって質の高い教育を維持するた

め、児童生徒にとってどのような教育環境が必要かを総合的に議論し、望まし

い学校のあり方について答申頂きたいと存じます。 
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永平寺町教育委員会告示第３号 

 

 永平寺町学校のあり方検討委員会設置要綱を次のように定める。 

 

令和元年８月１日    

 

福井県吉田郡永平寺町教育委員会 教育長 室 秀 典 

 

永平寺町学校のあり方検討委員会設置要綱 

 

（目的） 

第１条 永平寺町内の小中学校のこれからのあり方について検討し、望ましい学校教育

環境の整備に資するため、永平寺町学校のあり方検討委員会（以下「委員会」という。）

を設置する。 

（所掌事項）  

第２条 委員会は、永平寺町教育委員会(以下「教育委員会」という。)の諮問に応じ、

次の事項について協議し、教育委員会に答申するものとする。 

（１） 望ましい教育環境のあり方 

（２） 地域と連携した学校づくりのあり方 

（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

（１） 学識経験者 

（２） 議会代表 

（３） 永平寺町校長会代表 

（４） 保護者代表 

（５） 地域代表 

（６） 住民代表 

（７） その他教育委員会が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は第２条に規定する答申をもって終了する。 

（委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は学識経験者のうちから委員の互選により選出し、副委員長は委員長が指名

する。 

３ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 

（会議） 
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第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。ただし、委員の委嘱

後最初の会議は、教育委員会が招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 委員長は、特に必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、意

見等を聴取することができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、教育委員会学校教育課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委

員会に諮って定める。 

 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 
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■検討委員会名簿（R1.12） 

 区 分 氏  名 団体名等 備  考 

1 
学識経験者 

淵本
ふちもと

 幸嗣
こ う じ

 福井大学連合教職大学院 教授  

2 木村
き む ら

 優
ゆう

 福井大学連合教職大学院 准教授  

3 
議会代表 

江守
え も り

 勲
いさお

 町議会議員  

4 奥野
お く の

 正司
しょうじ

 町議会議員  

5 
町校長会代表 

大谷
おおたに

 峰
みね

雄
お

 町校長会代表（小学校）  

6 大西
おおにし

 泰弘
やすひろ

 町校長会代表（中学校）  

7 

保護者代表 

（松岡・永平寺・上志

比、それぞれの地区で

女性１名以上を選出） 

佐々木
さ さ き

 幸
ゆき

絵
え

 松岡小学校育友会代表  

8 石本
いしもと

 十
みつ

盛
もり

 吉野小学校ＰＴＡ代表  

9 松岡
まつおか

 由
よし

浩
ひろ

 御陵小学校育友会代表  

10 大久保
お お く ぼ

 幹夫
み き お

 志比小学校ＰＴＡ代表  

11 松山
まつやま

 由紀
ゆ き

 志比南小学校ＰＴＡ代表  

12 末永
すえなが

 治
はる

幸
ゆき

 志比北小学校ＰＴＡ代表  

13 黒田
く ろ だ

 陽子
よ う こ

 上志比小学校ＰＴＡ代表  

14 戸枝
と え だ

 宏
こう

介
すけ

 松岡中学校ＰＴＡ代表  

15 川端
かわばた

 正治
まさはる

 永平寺中学校ＰＴＡ代表  

16 赤井
あ か い

 常
ひさ

治
はる

 上志比中学校ＰＴＡ代表  

17 

地域代表 

金元
かねもと

 直
なお

栄
え

 吉野地区振興連絡協議会代表  

18 前川
まえがわ

 高廣
たかひろ

 御陵振興連絡協議会代表  

19 川崎
かわさき

 直
なお

文
ふみ

 志比北振興連絡協議会代表  

20 反保
た ん ぼ

 昌
まさ

宏
ひろ

 上志比地区振興連絡協議会代表  

21 堀江
ほ り え

 俊子
と し こ

 松岡公民館代表  

22 松原
まつばら

 武
たけ

範
のり

 永平寺公民館代表  

23 大道
おおみち

 正一
しょういち

 志比南公民館代表  

24 住民代表 寺前
てらまえ

 紀美子
き み こ

 一般公募  

 

事務局 

氏  名 所属・役職 備  考 

多田 和憲 学校教育課・課長  

田邉 尚紀 学校教育課・指導主事  

寺岡 孝純 学校教育課・課長補佐  
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■検討委員会名簿（R2.4） 

 区 分 氏  名 団体名等 備  考 

1 
学識経験者 

淵本
ふちもと

 幸嗣
こ う じ

 福井大学連合教職大学院 教授 委員長 

2 木村
き む ら

 優
ゆう

 福井大学連合教職大学院 准教授 副委員長 

3 
議会代表 

江守
え も り

 勲
いさお

 町議会議員  

4 奥野
お く の

 正司
しょうじ

 町議会議員  

5 
町校長会代表 

大谷
おおたに

 峰
みね

雄
お

 町校長会代表（小学校）  

6 大西
おおにし

 泰弘
やすひろ

 町校長会代表（中学校）  

7 

保護者代表 

（松岡・永平寺・上志

比、それぞれの地区で

女性１名以上を選出） 

佐々木
さ さ き

 幸
ゆき

絵
え

 松岡小学校育友会代表  

8 石本
いしもと

 十
みつ

盛
もり

 吉野小学校ＰＴＡ代表  

9 松岡
まつおか

 由
よし

浩
ひろ

 御陵小学校育友会代表  

10 大久保
お お く ぼ

 幹夫
み き お

 志比小学校ＰＴＡ代表  

11 松山
まつやま

 由紀
ゆ き

 志比南小学校ＰＴＡ代表  

12 末永
すえなが

 治
はる

幸
ゆき

 志比北小学校ＰＴＡ代表  

13 黒田
く ろ だ

 陽子
よ う こ

 上志比小学校ＰＴＡ代表  

14 戸枝
と え だ

 宏
こう

介
すけ

 松岡中学校ＰＴＡ代表  

15 川端
かわばた

 正治
まさはる

 永平寺中学校ＰＴＡ代表  

16 赤井
あ か い

 常
ひさ

治
はる

 上志比中学校ＰＴＡ代表  

17 

地域代表 

金元
かねもと

 直
なお

栄
え

 吉野地区振興連絡協議会代表  

18 前川
まえがわ

 高廣
たかひろ

 御陵振興連絡協議会代表  

19 川崎
かわさき

 直
なお

文
ふみ

 志比北振興連絡協議会代表  

20 反保
た ん ぼ

 昌
まさ

宏
ひろ

 上志比地区振興連絡協議会代表  

21 堀江
ほ り え

 俊子
と し こ

 松岡公民館代表  

22 松原
まつばら

 武
たけ

範
のり

 永平寺公民館代表  

23 大道
おおみち

 正一
しょういち

 志比南公民館代表  

24 住民代表 寺前
てらまえ

 紀美子
き み こ

 一般公募  

 

事務局 

氏  名 所属・役職 備  考 

多田 和憲 学校教育課・課長  

稲葉 雄治 学校教育課・指導主事  

寺岡 孝純 学校教育課・課長補佐  
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■検討委員会名簿（R3.4） 

 区 分 氏  名 団体名等 備  考 

1 
学識経験者 

淵本
ふちもと

 幸嗣
こ う じ

 福井大学連合教職大学院 教授 委員長 

2 木村
き む ら

 優
ゆう

 福井大学連合教職大学院 教授 副委員長 

3 
議会代表 

江守
え も り

 勲
いさお

 町議会議員  

4 奥野
お く の

 正司
しょうじ

 町議会議員  

5 
町校長会代表 

齋藤
さいとう

 浩和
ひろかず

 町校長会代表（小学校）  

6 前川
まえがわ

 秀
ひで

幸
ゆき

 町校長会代表（中学校）  

7 

保護者代表 

（松岡・永平寺・上志

比、それぞれの地区で

女性１名以上を選出） 

佐々木
さ さ き

 幸
ゆき

絵
え

 松岡小学校育友会代表  

8 角井
か ど い

 麻美
あ さ み

 吉野小学校ＰＴＡ代表  

9 多田
た だ

 治男
は る お

 御陵小学校育友会代表  

10 大久保
お お く ぼ

 幹夫
み き お

 志比小学校ＰＴＡ代表  

11 松山
まつやま

 由紀
ゆ き

 志比南小学校ＰＴＡ代表  

12 末永
すえなが

 治
はる

幸
ゆき

 志比北小学校ＰＴＡ代表  

13 黒田
く ろ だ

 陽子
よ う こ

 上志比小学校ＰＴＡ代表  

14 戸枝
と え だ

 宏
こう

介
すけ

 松岡中学校ＰＴＡ代表  

15 小林
こばやし

 孝
たか

文
ふみ

 永平寺中学校ＰＴＡ代表  

16 赤井
あ か い

 常
ひさ

治
はる

 上志比中学校ＰＴＡ代表  

17 

地域代表 

金元
かねもと

 直
なお

栄
え

 吉野地区振興連絡協議会代表  

18 前川
まえがわ

 高廣
たかひろ

 御陵振興連絡協議会代表  

19 川崎
かわさき

 直
なお

文
ふみ

 志比北振興連絡協議会代表  

20 反保
た ん ぼ

 昌
まさ

宏
ひろ

 上志比地区振興連絡協議会代表  

21 堀江
ほ り え

 俊子
と し こ

 松岡公民館代表  

22 松原
まつばら

 武
たけ

範
のり

 永平寺公民館代表  

23 嵐
あらし

 博
ひろ

行
ゆき

 志比南公民館代表  

24 住民代表 寺前
てらまえ

 紀美子
き み こ

 一般公募  

 

事務局 

氏  名 所属・役職 備  考 

多田 和憲 学校教育課・課長  

稲葉 雄治 学校教育課・指導主事  

山口 健二 学校教育課・課長補佐  
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教育の振興に関する大綱 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 
 

永平寺町 
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永平寺町教育目標 

 

 

 

 

 地域の豊かな自然、伝統ある歴史や文化の中で、自信と誇りを持ち、 
 

心豊かで、生きがいと活力ある社会をめざし、次の目標を定める。 

 

 

 

 

（永平寺町のめざす教育の姿） 

 

 

◎ふるさとの自然や伝統を尊び、ふるさとを愛する人を育てる。 

 

 

 

◎自ら学び考え行動し、活力あるまちづくりを目指す人を育てる。 

 

 

 

◎生命を尊び、思いやりの心を持って社会に貢献できる人を育てる。 

 

 

 

◎スポーツや体験活動に親しみ、心身ともに健康な人を育てる。 

 

 

 

◎家庭や地域の教育力の充実を図り、共に生きる社会を築く人を育て

る。 
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永平寺町教育施策 

 

 教育目標を実現するため次の施策を定め、教育行政を推進する。 

 

  学校教育の充実 

 

 義務教育を取り巻く社会環境は、少子高齢化やグローバル化、技術革新などにより、

大きく変化してきています。これに伴い、永平寺町においては、児童・生徒が地域へ

の関心を持ち、難しいことにでも挑戦しようとする意欲を育むことが大切になってき

ています。 

こうした状況において、子どもたちが夢や希望を実現し、地域の担い手として活躍

していくためには、「高い志や意欲をもつ自立した人間として、他者と協働しながら

新しい価値を創造し、未来を切り開いていく力」が求められています。児童・生徒一

人一人の個性と能力を伸ばし、自分の可能性に挑戦しようとするたくましい精神を育

むとともに、難しい課題であっても、多様な人々と関わることで考えを深め、協働し

ながら乗り越えていこうとする豊かな人間性を育成していくことが不可欠です。 

 このため、教育課程の改善を図ることで、「確かな学力」を身につけさせるととも

に、学校内外の教育環境の整備を進めることで、学校・家庭及び地域社会の連携を深

め、明るい開かれた学校づくりに努めます。そして、ふるさと永平寺町を誇りに思え

る魅力ある学校づくりを目指します。 

 

 

  

 

 

１.「豊かな心」の育成 

   よりよい人間関係を築くには、社会性や規範意識など豊かな人間性を身につけ

ることが大切です。多様な人々の存在を認め、自分に関わるすべての人に感謝の

気持ちを持ち、ともに高め合っていこうとする心を「礼の心」と捉えます。この

「礼の心」を、特別な教科道徳はもちろんのこと、教科、および特別活動など教

育活動全体を通して重んじることで、自他の個性を生かし、協働して課題を解決

しようとする態度を育みます。 

   さらに、ふるさと永平寺の先人や歴史、自然、伝統・文化、産業について体験

したり調べたりする活動を充実させることや、地域での奉仕活動や体験活動を推

進することで、地域に愛着を持ち、地域に貢献しようとする気持ちを養います。 

   （１）「礼の心」を重んじた道徳教育の推進 

   （２）助け合い褒め合う活動の推進 

ふるさと永平寺町を誇りに思える魅力ある学校づくりを目指して、「礼の心」を

重んじ、夢や希望を持って粘り強く学び、行動力のある児童生徒を育成します。 
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   （３）ふるさと学習とボランティア活動の推進 

   

２.「確かな学力」の育成 

   自分に自信を持ち、粘り強く学ぶことができるように、個性を重視し、一人一

人の学力を伸ばす教育を推進します。基礎基本の定着はもちろんのこと、自分の

よさに気付かせ、それを伸ばしていけるように支援を進めます。また、自分なり

の「問い」を持ちながら学びを進めることができるよう、子どもたちの自由な発

想を大切にしていきます。そのために、学びの基本となる語彙力や読み解く力、

目的意識・相手意識を明確にした表現力を育成し、創造力を高めていきます。ま

た、国際感覚を持った人材を育成するために、英語教育の充実や ICT 活用など、

今日的課題に対応した取り組みを、時代に合わせて柔軟に進めていきます。 

（１）一人一人を大切にした学習の推進 

（２）主体的・対話的で深い学びの推進  

（３）今日的課題への積極的な取り組みの推進 

 

 

３．「健やかな体」の育成 

   子どもたちが生涯にわたり健康でたくましく生きていけるよう、学校体育や保

健指導を充実させるとともに、望ましい生活習慣の確立を図ります。また、豊か

な感性や想像力を育むために、芸術・スポーツに親しむ機会を充実させます。 

（１） 体育・保健・食育などの学習の強化推進 

（２） 基本的な生活習慣の習得の推進 

 

 

４．特別支援教育の充実 

特別な教育的支援を必要とする児童・生徒も含め、全ての子どもたちがよりよ

い教育を受けるためには、一人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援が必要で

す。そこで、まず、教職員の研修により、児童生徒が抱える困難さに対する正し

い認識と理解を深めるとともに、指導における専門性を高めます。次に、交流学

習や道徳教育を通して、心の教育の推進を図るとともに、よりよい人間関係を築

くためのソーシャルスキル教育を充実させます。さらに、専門性をもつ外部機関

との連携を強めることで校内支援体制を充実させ、個に応じた支援体制を構築し

ます。 

（１）気がかりな児童・生徒理解を深める研修の充実 

（２）個に応じた校内支援体制の充実 

 

５．教師の指導力向上 

      教員は、教科の内容を教えるだけでなく、児童生徒に夢や希望を与える存在で

なければなりません。そこで、体系的な研修を通して自身の資質能力を高め、「育

てたい人間像」を問い続ける教師集団を目指します。 

資料４資料４
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また、豊かな人間性で児童生徒を迎え入れられるような信頼関係作りの構築に

取り組みます。そのためにも、心身ともに健康で「笑顔」で子どもと向き合える

よう業務改善を進めていきます。 

（１）アクティブ・ラーニングにおける指導方法・評価方法等の研究の推進 

（２）教職員・児童生徒、ともに笑顔あふれる学校づくりの推進 

（３）幼小中における教員相互の研修など「つながり合う教育」の推進 

（４）業務改善および教職員の働き方改革 

 

 

６．家庭・地域・学校・専門機関との連携 

   家庭や地域と一体となった教育力の向上が必要とされる今日、学校はもとよ

り、家庭・地域それぞれが、子どもの成長に関わる存在としての役割や責任を自

覚し、チームとして教育に携わっていくことが重要です。特に、いじめや不登校

は「いつ、どんな場面でも、どの子にも起こりうる」という共通理解のもと、連

絡を密にして、未然防止と早期発見、早期対応に組織的に取り組みます。 

情報技術が急速に進展する今日、子どもたちの安全を見守り、より良い生活リ

ズムをつくりあげるには、家庭の協力が不可欠です。家庭との連携を深め、仮想

社会ではなく、直接人と人が向き合い、対話を重視する生活環境をつくりあげま

す。 

家庭教育についての関心と理解を深めるため、専門機関と連携した相談体制や

情報発信を促進します。 

（１）児童・生徒の居場所づくり・絆づくりの促進 

（２）家庭と連携したスマートルールの促進 

（３）家族との対話を重視した良い生活リズムの確立 

（４）教育相談体制の充実 
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社会教育の推進 
  SNS 等の発達や各種の民間企業などによる学習サービスも充実してきており、自

分の趣味趣向に合った情報収集や体験が容易となってきています。しかし、そうい

った時代だからこそ、人と人とのつながりや学び合いによる体験ができる地域づく

りが重要となっています。 

  心身ともに健康で充実した生活を送るため、また地域の人たちや仲間とともに笑

顔で会話が交わせる明るい地域づくりを進めるため、情報の提供や活動の場や体制

づくりに努めます。 

 

 

 

 

 

 

１． 生涯学習の充実 

町民が心豊かで生きがいある人生を送るために、生涯を通した学習活動によって

自らの個性を伸ばし、その成果を地域等で活かせる環境づくりが必要です。そのた

めに、その活動や学びの場となる公民館や図書館などの機能や体制を強化するとと

もに、各種講座の育成も図り「学び合い」ができる環境を整えます。また、ライフ

ステージや住民ニーズに応じた講座や教室などの開催により、学びのきっかけづく

りを図ります。 

（１）公民館機能の強化 

（２）図書館の充実 

（３）学習機会の提供 

 

２．生涯スポーツの充実 

  幼児から高齢者に至るまでの全ての人々が健康で豊かな生活を送るためには、適

切なスポーツ活動が重要な要素であり、その環境づくりは不可欠です。そのステー

ジとなる体育施設の保持、提供とともに、多様化するニーズにも対応しつつ、各種

の団体等とも連携しながら、社会体育活動の推進を図ります。 

 （１）スポーツ機会の提供と施設整備 

 （２）スポーツ団体との協働 

 （３）障がい者スポーツの推進 

 

３．地域文化の振興 

  文化芸術は、豊かな感性や想像力を育み、生活にゆとりや潤いを与えます。よっ

て、町内の文化芸術活動に関する団体との連携を図り、発表、体験、鑑賞できる機

会を提供していきます。また、町内の文化財の整備、保存、活用に努めます。 

 （１）文化活動の発表の場の提供 

 （２）文化財の保護と活用 

 

笑顔あふれる連携と協働のまちづくりを目指して、自ら学び行動する人を応援し、

心豊かなゆとりに満ちた人づくりと、地域を支え未来へとつなぐ人づくりを進め

ます。 
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４．家庭教育の充実 

  子どもたちを育てる基本は家庭であるため、各種機関とも連携しながら、子育て

支援に関する情報や交流の場を提供します。 

 （１）子育て支援と交流の場の提供 

 （２）家庭教育に関する学習機会の提供 

 

５．地域を支え未来へつなぐ人づくり 

  地域の教育力が低下しつつある現代にあって、家庭や地域、学校が連携して関わ

り、見守り、育てていくことが重要です。子どもたちに安全・安心な環境づくりを

進めるとともに、地域全体の教育力を高めていきます。また、明日の社会を担う青

少年などにさまざまな体験活動を提供していきます。 

  近年は、青年層の地域活動や社会教育活動への参画が少ないことも大きな課題と

なっています。ニーズを把握しながら、青年の活動機会の創出をし、地域や団体の

中において青年層が参画できる環境づくりを進めます。 

 （１）安全・安心な環境づくり 

 （２）青少年の体験活動機会の提供 

（３）若者の地域参画促進 

 

６．共に生きる社会づくり 

  誰もが住みやすい環境を整えるために、人にやさしいまちづくりを進めるととも

に、男女共同参画社会の実現に向けて取り組みます。また、地域をつくる主人公は

そこに住む住民であることから、自治会のほか地域の各種団体活動の支援を行いま

す。 

（１）人権意識・男女共同参画意識の高揚など共生社会の推進 

 （２）地域活動の推進 

 （３）各種団体活動の支援 

 （４）国際理解・国際交流の充実 
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第３節　将来像実現に向けた計画の体系

　将来像の実現に向けて、７つの分野別の基本目標を掲げ、施策の展開を図ります。

第
１
章　

目
指
す
ま
ち
の
姿

まちの将来像 基本目標 基本施策

実　
　

施　
　

計　
　

画

未
来
を
創
る　

め
ぐ
る
感
動　

心
つ
な
が
る
清
流
の
ま
ち　

え
い
へ
い
じ

（１）
豊かな人間性と文化
を育む、ゆとりに
満ちた人づくり

（２）
健康で心がふれあう
やさしいまちづくり

（３）
安心して安全に
暮らせるまちづくり

（４）
地域の価値を高め、
賑わいのある
まちづくり

（５）
快適で

うるおいのある
美しいまちづくり

（６）
新しいつながり・絆
でひらく、連携と協働
のまちづくり

（７）
健全な財政運営
に向けて

１　子育て支援の充実
２　家庭・地域の教育力の向上
３　生涯学習の充実
４　生涯スポーツの推進
５　学校教育環境の充実
６　地域文化の振興

１　生涯を通じた健康づくりの推進
２　地域医療体制の推進
３　地域福祉の推進
４　高齢者福祉の充実
５　障害者（児）福祉の充実
６　安定した社会保障制度の推進

１　自主防災組織と連携した
　　災害対策の充実
２　消防・救急体制の充実
３　交通安全対策の強化
４　防犯活動の強化
５　自然環境の保全、生活環境の確保

１　観光の振興
２　農林水産業の振興
３　商工業の振興
４　雇用環境の充実

１　道路網の充実
２　公共交通の充実
３　景観の保全・形成
４　快適な住宅の整備促進
５　上水道・下水道の充実

１　参画と協働によるまちづくりの推進
２　地域活動の活性化・活動支援
３　若者が参画するまちづくりの推進
４　人権の尊重
５　国際交流の推進
６　男女共同参画社会の推進

１　安定した財政運営の推進
２　効率的・効果的な行政運営の推進
３　行政サービスの向上

基本構想 基本計画

資料４



第１章
豊かな人間性と
文化を育む、
ゆとりに満ちた
人づくり
第１節　子育て支援の充実
第２節　家庭・地域の教育力の向上
第３節　生涯学習の充実
第４節　生涯スポーツの推進
第５節　学校教育環境の充実
第６節　地域文化の振興
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第５節　学校教育環境の充実

現状と課題

　小学校から中学校までの義務教育期間は、子どもたちの知力や体力が大きく発達し、
個性と人格を形成するうえでもきわめて重要な時期にあたります。
　本町では、特色のある教育、児童生徒の現状にあった教育活動、地域と連携した行事、
また地域参加型の授業も実施しています。様々な支援を必要とする児童・生徒に対し、
学校教育支援員を配置して、学校生活上の介助や学習活動の支援をしています。
　社会情勢が日々変化し、子どもたちを取り巻く環境も大きく変わってきている中で、
心身ともに健全な子どもを育てるため、感謝する心や感動する心、思いやりの心など
を育む道徳教育や、郷土を知り郷土を愛する教育をより一層充実させていくことも
必要です。
　教育施設の整備については、校舎や体育館の老朽化、耐震力のない学校施設におい
て耐震補強工事を行い、安心安全な教育環境の整備を図りました。これからは、小・
中学校の児童・生徒の減少など教育環境の変化に対応した教育施設の整備を計画的に
行うことが重要です。

◆町内の小・中学校一覧表◆
区　分 学校名

小学校（７校）

松岡小学校

吉野小学校

御陵小学校

志比小学校

志比南小学校

志比北小学校

上志比小学校

中学校（３校）

松岡中学校

永平寺中学校

上志比中学校
資料：庁内担当課
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小学校児童数 中学校生徒数

◆児童・生徒数の推移◆

0

200

400

600

800

1000

1,200 1,116

578

1,112

572

1,080

597

1,056

569

1,042

573

1,018

553

（人）

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年

資料：庁内担当課

平成23年

施策の展開

（１）教育内容の充実
　子どもたちに学ぶ楽しさを実感させ、基礎的な知識と基本的な技術に基づく確かな学力を
身につけさせるため、学習指導の工夫と改善を図るとともに、子どもたちの特性に応じて授業
を実施するなど、きめ細かな教育を推進します。
　教育活動全般を通して「礼の心」を重んじた道徳教育を推進するとともに、家庭や地域との
連携を図りながら地域での奉仕活動、ボランティア活動、体験学習などを充実し「豊かな心」、
「郷土を愛する心」を育てます。
　また、家庭における学習習慣の定着を図るなど、学校と家庭が一体となった教育を推進しま
す。

　●「礼の心」を重んじた教育の充実
　●確かな学力の向上
　●豊かな心、郷土を愛する心の育成

資料４
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（２）ふるさとに学ぶ教育の充実
　子どもたちが本町の風土や文化、産業などを学び、体験できる機会を充実するとともに、
地域の行事への参加を通して地域社会との交流や連携を深め、子どもたちの郷土への理解や
誇りを育みます。
　学校が主体性を持って地域に根ざした特色ある教育活動を展開するとともに、家庭・地域と
のコミュニケーションを大切にして、地域と共に歩む学校づくりを進めます。
　また、教職員一人ひとりの指導力向上を図るための大学と連携した取組みを進めます。

　●地域に根ざした特色ある教育活動の展開
　●地域と進める体験活動の充実
　●教師の指導力向上支援事業の充実
　●家庭・地域・学校協議会の充実
　●学校開放日の設定

（３）教育施設の整備
　学校施設の長期保全再生計画を基本に、老朽化や児童・生徒数の変化など、教育環境の変化
に応じて施設の整備、充実を図ります。

　●各学校施設改修工事の実施
　●非構造部材耐震工事の実施

◆目標指標

指標の内容 当初値（Ｈ28） 目標値（Ｈ33） 目標値（Ｈ38）

学校教育環境の充実への
取組みに関する町民満足度 63.5％ 65.0％ 70.0％

資料４


